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こ

の

書

写

本

に

て

紀

州

に

多

少

傳

は

り

居

る

様

に

き

け

ど

詳

し

く

は

知

ら

ず

。

家

蔵

の

も

の

紙

魚

に

く

は

れ

て

今

や

判

讀

を

要

す

る

に

生

ら

む

と

す

。

即

ち

筆

記

し

た

り

。

？

？

先

年

三

浦

周

行

博

士

日

高

郡

に

來

り

て

、

講

演

せ

ら

れ

し

後

郡

史

研

究

家

森

彦

太

郎

氏

に

嘱

し

て

書

写

し

、

こ

れ

を

京

都

帝

国

大

学

に

渡

せ

り

と

聞

く

。

此

書

簡

な

れ

ど

紀

伊

續

風

土

記

も

多

く

こ

れ

を

援

け

り

。



紀

伊

郡

主

旧

記

一

、

畠

山

持

國

と

申

は

河

内

國

に

居

城

被

致

其

比

從

公

方

大

和

・

河

内

・

紀

伊

・

能

登

・

越

中

之

守

護

職

被

仰

付

候

由

。

持

國

実

子

依

無

之

甥

政

長

を

養

子

に

し

て

家

督

讓

り

被

申

候

。

後

に

本

子

出

来

名

を

義

就

と

申

候

由

。

持

國

義

就

に

又

家

督

を

讓

り

被

申

候

、

故

其

時

及

合

戦

候

而

持

國

義

就

敗

北

し

て

政

長

弥

惣

領

と

成

、

後

に

持

國

政

長

和

談

し

て

國
相

わ

イ
ヨ

イ
ヨ

か
り

候
由

聞
傳

申

候
次

第

書
付

申
候

。

一

、

政

長

は

河

内

・

紀

伊

・

越

中

三

ヶ

國

の

守

護

職

と

し

て

河

州

之

屋

形

に

居

住

被

致

其

所

付

被

任

官

領

に

候

由

。

然

所

に

百

五

十

年

程

以

前

に

源

義

村

と

打

戦

敗

軍

し

政

長

討

死

（
管
）

し

其

子

種

長

家

督

を

継

被

申

候

由

。

後

に

種

長

河
州

の

屋

形

を

子

息

え

讓

り

法

名

を

卜

山

（

植

長

）

と

せ
る

タ
ネ
ナ
ガ

と

申

て

當

國

在

田

郡

廣

之

城

へ

隠

居

被

仕

其

後

敵

大

勢

寄

來

落

城

被

致

討

死

共

申

候

。

書

あ

り

又

河

州

へ

退

被

申

候

様

に

も

申

傳

候

。

卜

山

亡

候

而

當

年

迄

百

八

九

程

に

成

申

候

。

被

官

と

も

多

御

座

候

得

共

卜

山

没

落

之

時

に

大

方

絶

申

候

由

。

只

今

廣

之

内

に

額

田

・

池

永

・

石

川

な

ど

と

申

も

の

御

座

候

。

是

は

卜

山

の

被

官

筋

と
承

候

。

右

之

内

池

永

五

郎

右

衛

門

と
申

者
六

十
人

衆

に
て

御

座
候

一

、

義

就

は

大

和

并

熊

野

之

内

を

知

行

し

て

居

被

申

候

由

。

是

も

後

に

有

田

郡

宮

原

へ

被

來

居

住

被

申

候

男

子

出

来

則

家

を

継

せ

宮

原

を

名

乗

被

申

候

。

廣

之

卜

山

絶

候

而

後

に

本

之

氏

畠

山

を

名

乗

申

候

。

此

筋

代

々

宮

原

に

居

被

申

候

。

領

宮

原

之

庄

・

原

□

之

庄

・

藤

知

者

？

？

並

之

庄

今

壹

万

石

計

に

て

可

有

御

座

候

。

天

正

十

三

年

秀

吉

公
當

國

入

來

之

時

に

牢

人

髙

被

致

熊

野

へ

立

退

其

後

に

片

桐

市

正

殿

に

居

被

申

候

。

後

は

秀

吉

公

之

直

侍

に

成

唯

今

は



御

當

家

に

付

兵

庫

遙

に

て

知

行

三

百

石

取

被

申

候

。

名

は

畠

山

民

部
少

輔

と

申

候

。

畠

？

山

被

官

之

者

共

は

宮

原

邊

に

御

座

候

。

只

今

百

姓

仕

候

者

も

御

座

候

。

六

十

人

衆

に

て

居

し

申

者

に

は

宮

本

次

郎

兵

衛

・

同

清

左

衛

門

・

同

九

右

衛

門

・

則

岡

利

兵

衛

・

宮

井

善

助

・

伊

藤

十

三

郎

と

抔

と

申

者

に

て

御

座

候

。

被

官

の

内

に

中

西

甚

左

衛

門

と

申

者

宮

原

道

村

に

居

申

候

。

此

者

存

生

の

内

は

切

々

兵

庫

へ

見

舞

に
來

申

候

。

甚

左

衛

門

去

年

己

霜

月

サ
イ
サ
イ

に
年

八
十

余
に

て

果
申

候

。
最

早
昔

之

好
身

存
候

者

は
有

御
座

ま

し
く

候

ヨ

シ

ミ

一

、

能

登

之

國

者

畠

山

義

繞

之

分

り

申

由

候

承

候

。

只

今

之

畠

山

長

門

守

殿

は

能

州

之

筋

之

様

？

に
爰

許

之

者

共
申

候
。

然
共

河

州
之

筋

に
て

御
座

候
も

慥

に
不

承

候
。

新

宮
堀
之

内
家

之

次
第

一

、

新

宮

堀

内

安

房

守

領

地

は

上

は

室

郡

大

田

田

原

と

申

よ

り

下

は

勢

州

堺

錦

浦

迄

今

検

地

六

万

石

計

も

可

有

御

座

候

。

昔

は

新

宮

よ

り

五

里

下

有

馬

と

申

所

に

も

在

馬

殿

と

申

堀

内

國

前

の

侍

御

座

候

て

此

家

絶

申

に

付

在

馬

新

宮

両

家

共

に

安

房

守

手

に

入

申

候

。

然

共

在

馬

之

被

官

者

在

馬

に

置

新

宮

之

被

官

ハ

新

宮

に

置

き

申

候

。

内

儀

も

有

馬

に

壱

人

新

宮

に

壱

人

置

候

て

か

け

持

之

様

に

被

仕

候

。

秀

吉

公

當

國

入

來

の

時

も

本

知

□
違

無

御

座

處

に

右

？

田

治

部

少

輔

御

退

治

の

時

西

方

へ

來

候

故

御

改

易

被

仰

付

。

其

後

加

藤

肥

後

守

殿

へ

知

行

弐

千
石

計

に
て

在
付

三

十
年

以
前

に

肥
後

に
て

相

果
申

由

。

一

、

房

州

子

あ

ま

た

御

座

候

申

に

も

新

宮

腹

之

子

は

堀

内

若

狭

守

と

申

候

。

浅

野

紀

伊

守

殿

に

て

知

行

五

百

石

取

罷

在

候

處

に

大

阪

御

陣

の

砌

赱

り

大

阪

え

籠

り

申

候

。

落

城

の

後

和

州



に

て

被

捕

き

ら

れ

申

分

に

て

御

座

候

處

に

堀

内

主

水

と

申

候

て

房

州

子
息

天

壽

院

様

大

阪

出

御

之

時

御

用

に

立

申

に

付

其

忠

切

に

依

て

一

門

申

今

度

大

阪

へ

籠

り

申

候

者

と

も

命

御

中

免

被

爲

成

候

。

若

狭

守

も

命

た

す

か

り

片

桐

出

雲

守

殿

に

七

十

人

扶

持

取

候

て

居

申

候

得

共

今

程

は

浪

人

仕

和

州

に

居

申

由

。

此

若

狭

守

も

大

力

に

て

手

柄

者

之

様

に

承

及

候

。

此

八

九

年
以

前
新

宮

へ
被

來

候
へ

ば
昔

之
被

官

共
馳

赱

仕
路

銭
合

力
仕

返

し
申

由

承
候

。

一

、

在

馬

腹

之

子

息

は

有

馬

主

膳

と

申

候

。

房

州

没

落

次

後

熊

野

に

罷

候

。

大

阪

冬

之

御

陣

有

に

北

山

一

揆

叢

申

候

を

退

治

仕

候

。

然

共

浅

野

右

近

太

夫

合

力

も

不

在

候

故

夏

之

御

陣

？

コ
ン

に

大

阪

へ

籠

り

申

候

。

落

城

之

時

是

も

右

之

主

水

故

に

命

た

す

か

り

浪

人

仕

又

熊

野

へ

來

被

官

と

も

は

こ

く

み

に

て

十

年

計

居

申

候

共

、

島

原

之

時

分

よ

り

江

戸
へ

來

只

今

は

江

戸

に

牢

人

仕

罷

在

候

。

昔

之

被

官

と

も

町

人

仕

候

者

も

五

六

人

御

座

候

。

又

右

之

堀

内

主

水

御

籏

本

に

五

百

石

取

候

て

居

被

申

候

。

又

楠

加

兵

衛

と

申

共

之

被

官

筋

之

者

大

炊

殿

に

五

百

石

取

居

申

候

。

太

地

五

郎

左

衛

門

と

申

者

是

も

大

炊

殿

に

三

百

石

計

取

申

候

。

又

芝

次

郎

左

衛

門

と

申

者

酒

井

讃

岐

守

殿

に

七

百

石

取

居

申

候

。

御

好

ミ

に

て

心

安

罷

在

方

に

ヨ
シ

か
せ

き
申

様
に

承

候
。

一

、

堀

内

主

水

者

右

書

付

の

こ

と

く

天

壽

院

様

大

阪

出

御

之

時

御

用

に

立

申

に

付

一

門

中

命

御

免

被

成

其

上

知

行

五

百

石

被

下

只

今

御

籏

本

に

居

被

申

候

由

。

是

も

房

州

子

息

之

由

被

申

候
得

共

何
方

に

て
出

來
申

候

。
子

に
て

御

座
候

も
被

官

共
不

存

候
由

に
候

。

一

、

堀

内

左

衛

門

兵

衛

と

申

候

は

是

は

房

州

外

戚

腹

之

子

息

に

て

御

座

候

。

藤

堂
大

学

殿

姥

聟

ゲ
シ
ャ
ク
バ
ラ

に

て

御
座

候
。

故
只

今

大
学

殿

え
來

弐
千

石

計
取

居
被

申

由
。

房

州

被
官

共

方
々

に
居

申
覚



一

、
永

田
正

改

○
或
は
政

か

○

是

は

堀

内

家

老

に

て

御

座

候

。

浅

野

紀

伊

守

殿

へ

知

行

七

百

石

に

て

在

付

廣

嶋

へ

來

相

果

其

子

永

永

政

田

市

烝

と

申

者
に

四

百

石
に

て

跡

在

申

候

由

之

立

一

、

永
田

治
兵

衛

是

は

左

衛

門

佐

所

に

知

行

六

百

石

取

居

申

候

。

か

し

の

へ

合

戦

之

時

比

類

な

き

手

柄

仕

候

由

左

衛

樫

井

門

切

腹

申

候

後

但

馬

守

殿

へ

御

抱

千

石

計

被

遣

候

。

其

後

廣

嶋

に

て

相

果

申

候

。

惣

領

之

子

は

只

今

新

宮

え

來

居

申

候

。

二

番

子

に

三

百

石

立

居

申

候

由

一
、

尾

呂
志

是

は

藤

堂

大

学

殿

に

知

行

八

百

石

計

取

居

申

由

。

名

は

何

と

申

と

も

不

存

候

。

一

、
永

田
与

左

衛
門

是

は

右

之

治

兵

衛

弟

に

て

御

座

候

。

浅

野

因

幡

殿

に

て

五

百

石

計

取

居

申

候

由

一

、
柏

加

兵
衛

楠是

は

五

百

石

計

取

大

炊

殿

ニ

居

申

候

一

、

大
地

五

郎
左

衛
門

是
は

三

百

石
計

に

て

大

炊

殿

に
居

申

候

一
、

芝

次
郎

左
衛

門

是

は

酒

井

讃

岐

守

殿

ニ

七

百

石

計

取

居

申

候

右

之

外

方

々

に

て

知

行

取

申

者

も

可

有

御

座

候

得

共

委

く

不

存

候

。

新

宮

有

馬

之

内

に
百

姓

・
町

人

仕
居

申
者

あ

ま
く

御
座

候

一

、

室

郡

真

砂

に

は

真

砂

之

庄

司

と

申

者

御

座

候

。

代

々

今

高

弐

千

石

計

之

領

主
に

て

居

申

處

に

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

本

知

行

上

り

牢

人

に

罷

成

り

其
後

越

前

之

少

將

へ

在

付

千

石

計

取

居
申

候
。

只

今
は

伊
豫

守

様
へ

付
申

候

て
其

儘

居
申

も
又

何
方

へ

來
候

も

不
存

候



、

。

。

一

室
郡

一
之

瀬

に
は

山

本
主

膳
と

申

仁
居

申
候

是

も

今

三
千

石

計
之

領
主

に

て
御

座
候

髙

是

は

日

湯

川

爲

に

は

聟

。

玉

置

爲

に

は

い

と

こ

に

て

御

座

候

。

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

髙

時

御

敵

た

い

申

領

内

に

引

込

居

申

候

を

藤

堂

和

泉

守

殿

だ

ま

し

よ

せ

那

賀

郡

粉

川

に

て

爲

切

腹

申

由

承

候

。

其

子

孫

壱

人

残

後

に

越

前

之

少

將

様
え

罷

出

山

本

作

兵

衛

と

申

候

。

知

行

千

石

計

取

居

申

候

。

是

も

只

今

伊

与

守

様

え

付

候

。

而

居

申

候

も

又

何

方

へ

來

候

も

不

存
候

一

、

室

郡

安

宅

に

は

安

宅

と

申

仁

居

申

候

。

安

宅

川

筋

弐

千

石

之

領

主

に

て

御

座

候

。

秀

吉
公

當

國

御

入

來

之

時

本

知

上

り

方

々

牢

人

仕

何

方

に

て

か

相

果

申

候

。

其
子

安

宅

佐

左

衛

門

右

と

申

者

勢

州

鳥

羽

に

牢

人

仕

居

申

候

を

昔

の

被

官

共

比

五

六

年

以

前

に

來

宮

仕

候

。

次

手

ツ

イ

デ

向

ひ
寄

被
官

共
之

孚

に

て
只

今
安

宅
に

居

申
由

ハ
ゴ
ク
ミ

一

、

日

湯

川

、

居

住

は

小

松

原

。

領

知

は

日

郡

土

生

村

よ

り

下

の

浦

里

并

海

士

郡

之

内

衣

髙

髙

ハ

ブ

ア

マ

奈

由

良

筋

・

有

田

郡

廣

邊

に

て

御

座

候

。

大

形

今

検

地

弐

万

五

六

千

石

計

之

領

主

に

て

御

座

候

。

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

引

請

可

申

覚

悟

仕

候

得

共

不

及

一

戦

に

室

郡

近

露

迄

退

下

申

候

。

其

後

室

郡

よ

り

手

勢

を

遣

日

郡

南

部

辺

に

て

折

々

合

戦

御

座

候

得

共

後

は

髙

曖

に

罷

成

和

州

秀

長

公

へ

罷

出

三

千

石

取

罷

在

候

處

に

大

柿

御

陣

之

砌

西

方

に

罷

在

候

ア
ツ
カ
ヒ

に

付

其

よ

り

浪

人

仕

浅

野

紀

伊

守

殿

へ

七

百

石

に

て

在

付

申

候

。

名

は
湯

川

丹

波

守

と

申

候

。
只

今

廣
嶋

に
て

相
果

候

而
知

行

少
へ

り
其

子
に

跡

立
申

由

テ

湯

川
被

官

共
方

々

に
一

罷
存

覚

一

、

湯
川

五
兵

衛

是

は

湯

川

家

老

筋

に

て

御

座

候

。

浅

野

紀

伊

守

殿

へ

罷

出

只

今

廣

嶋

に

居

申

候

。

才

覚

者

に

て

御



座

候

に

付

立

身

仕

知

行

千

石

計

に

成

候

て

奉

行

役

の

様

に

被

召

遣

候

一

、
湊

喜

右
衛

門

是

は

湯

川

家

老

筋

に

て

御

座

候

。

四

百

石

取

是

も

廣

嶋

に

居

申

候

一

、

湯
川

甚
之

烝

是

は

知
行

七

百

石
計

取

東

國

に

居

申

由

慥

に

居

住

不

存

候

一
、

湯
川

半

左
衛

門

是

は

弐

百

石

に

て

酒

井

讃

岐

殿

に

付

居

申

候

。

此

一

門

共

は

日

高

郡

に

多

く

御

座

候

有

一
、

丸

山
主

水

と

申

者

之

子

只

今

玉

井

と

名

乗

を

か

へ

方

々

に

渡

り

奉

公

仕

由

。

只

今

何

方

に

居

申

も

慥

に

不

存

候

一

、
平

井

九
左

衛
門

是

は

須

田

組

に

成

只

今

日

高

に

居

申

候

。

此

者

親

湯

川

の

時

度

々

手

柄

仕

候

者

の

由

承

候

一

、

玉
置

与
右

衛

門

湯

川

助
之

進

と

申
。

弐

人

は

六

十

人

衆

に

て

日

高

に

居

申

候

一
、

吉
田

関

助

是

は

湯

川

家

に

て

數

度

手

柄

仕

者

の

由

。

其

子

吉

田

藤

左

衛

門

と

申

。

只

今

三

浦

長

門

守

輿

力

に

て

御

座

候

一

、
湯

川
治

部

太
夫

是

は

湯

川

家

に

て

度

々

手

柄

仕

候

。

玉

置

内

に

て

も

合

戦

之

時

坂

ノ

瀬

と

申

所

に

て

柏

木

善

右

衛

門

と

申

候

て

、

玉

置

内

に

て

口

を

聞

申

者

之

首

取

申

候

。

此

子

只

今

由

良

内

に

商

仕

居

申

由

一

、

日

高

郡

玉

置

、

居

住

は

和

佐

村

に

て

御

座

候

。

領

知

は

日

高

郡

野

口

よ

り

川

上

福

井

村

迄

并

在

田

郡

津

木

村

杯

に

て

御

座

候

。

今

検

地

壱

万

五

六

千

石

之

領

主

に

て

御

座

候

。

是



は

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

内

通

を

以

御

味

方

仕

候

に

付

、

本

知

安

堵
仕

和

州

秀

長

公

へ

付

申

候

。

然

共

昔

之

三

千

五

百

石

之

由

申

上

候

故

、

検

地

被

成

三

千

五

百

石

被

遣

候

へ

髙

共

昔

之

三

分

一

な

ら

て

は

無

御

座

候

に

よ

り

、

内

々

無

念

に

存

候

と

て

野

山

へ

入

出

家

髙

仕

仙

光

院

上

人

と

申

候

。

其

折

節

秀

吉

公

よ

り

秀

長

へ

玉

置

は

忠

切

の

者

に

て

候

。

召

目

を

か

け

置

き

候

へ

と

被

仰

候

故

、

早

々

野

山

へ

使

者
被

遣

候

得

は

、

玉

置

も

野

山

居

髙

髙

住

あ

く

み

申

時

分

に

て

御

座

候

故

、

其

儘

罷

出

又

本

之

三

千

五

百

石

に

て

罷

在

候

。

其

後

御

當

家

へ

御

奉

公

仕

、

只

今

は

尾

張

様

へ

御

付

け

被

成

。

仙

光

院

子

息

小

平

太

と

申

者

も
相

果
申

候

。
男

子

無
候

に
付

小

平
太

娘
腹

孫

に
跡

継
罷

在

候
由

承

候

玉

置
被

官
共

方

々
に

居
申

覚

一

、
玉

置
角

之

助

。

。

是

は

福

井

對

馬

と

申

者

之

子

に

て

御

座

候

親

子

な

が
ら

玉

置

家

に

て

度

々
手

柄

者
に

て

御

座
候

只

今

藤

堂

大

学

殿

に

千

石

取

罷

在

候

一

、

玉
置

野
右

衛

門

是

は

角
之

助

弟

に
て

御

座

候

。

是

は

大

学

殿

に

居

申

候

知

行

は

爾

と

不

存

候

シ
カ

一
、

玉
置

藤

八
郎

是

は

日

に

て

江

川

と

申

所

之

内

知

行

仕

候

者

之

子

に

て

御

座

候

。

是

も

大

学

殿

に

居

り

申

候

。

髙

知

行

は

然

と

不

存

候

一

、
玉

置
太

郎

助

○

是

は

玉

置

内

蔵

助

申

者

之

子

に

て

御

座

候

。

親

内

蔵

助

と

申

者

玉

置

内

に

て

数

度

の

手

柄

仕

者

に

て

御

座

候

。

是

も

只

今

大

学

殿

に

知

行

五

百

石

計

取

居

申

候

。

此

者

甥

は

玉

置

太

郎

兵

衛

と

申

。

只

今

六

十

人

衆

に

て

日

に

居

申

候

髙

一

、

玉
置

七
左

衛

門

○

是

は

柏

木

甚

之

助

と

申

者

之

子

に

て

御

座

候

。

是

も

只

今

大

学

殿

に

居

り

申

候

。

知

行

七

百

石

計



取

居

申

由

承

候

一

、
玉

置

兵
左

衛
門

○

是

は

七

左

衛

門

弟

に

て

御

座

候

。

是

も

大

学

殿

に

居

申

候

、

知

行

員

数

は

不

存

候

。

、

右

六

人
之

者
共

藤

堂
大

学
殿

に

居
申

候

日

よ

り
來

候

は
大

形

此
分

に
御

座
候

得

共

髙

唯

今

此

子

共

な

ど

出

来

候

。

而

玉

置

等

の

者

共

大

学

殿

に

は

十

弐

三

人

も

奉

公

仕

候

由

一
、

玉
置

茂

太
夫

是

は

日

郡

三

十

木

と

申

所

知

行

仕

候

者

之

子

孫

に

て

御

座

候

。

本

田

因

幡

守

殿

に

知

行

三

百

石

髙

取

居

申

候

。

只

今

は

酒

井

讃

岐

守

へ

五

百

石

計

に

て

有

附

申

由

。

此

者

親

類

共

は

多

く

日

に

て

髙

御

座

候

一

、
野

口
弥

五

左
衛

門

み
ぎ

是

は

玉

置

家

老

野

口

源

久

と

申

者

之

子

孫

に

て

御

座

候

。

只

今

松

平

内

記

殿

に

四

百

石

計

取

居

申

由

一

、

玉
置

九
左

衛

門

是

は

原

養

助

と

申

者

之

子

に

て

御

座

候

。

親

養

助

は

玉

置

内

に

て

度

々

手

柄

仕

候

。

只

今

は

九

左

衛

門

安

藤

千

福

郎

に

居

申

候

に

一

、

日

郡

寒

川

、

居

住

は

寒

川

村

。

領

地

は

寒

川

之

荘

五

ヶ

村

に

て

御

座

候

。

今

検

地

千

石

髙
計

の

領

主

に

て

御

座

候

。

秀

吉

公

當

國

御

入

来

の

時

内

通

を

以

て

味

方

に

來

候

故

、

本

知

安

堵

仕

由

。

大

柿

御

陣

之

砌

よ

り

牢

人

仕

、

其

後

浅

野

但

馬

守

殿

へ

在
付

廣

嶋

迄

來

其

以

後

御

家

へ

罷

出

候

。

寒

川

五

右

衛

門

と

申

者

年

廿

四

五

に

成

り

申

候

。

只

今

寒

川

村

に

一
本
右

牢

人

仕

居

申

候

。

人

が

ら

も

大

か

く

之

者

に

て

御

座

候

故

、

所

に

被

官

共

も

思

付

申

様

に

見

へ
申

候



一

、

日

郡

山

地

、

居

住

は

東

村

に

て

御

座

候

。

領

地

は

山

地

庄

七

ヶ

村

、

今

千

二

三

百

石

髙

髙

計

之

領

主

に

て

御

座

候

。

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

引

請

宮

代

山

と

申

所

に

て

及

一

戦

ニ

伊

藤

甲

斐

守

殿

と

申

仁

を

討

申

候

。

其

後

諸

方

之

塞

手

一

同

に

か

く

り

申

候

故

、

終

不

叶

？

。

、

室

郡

長
瀬

井
村

と
申

所

へ
退

候

而

西
新

左

衛
門

と
申

者

を
頼

少

々
の

間
居

申

候
得

共

兵

一
本
右

後

は

曖

に

成

杉

若

越

後

守

へ

奉

公

仕

候

由

。

是

も

大

姉

御

陣

の

砌

よ

り

牢

人

仕

、

其

後

ア
ツ
カ

イ

浅
野

但
馬

守
殿

へ

在
不

廣

嶋
迄

來
。

其

以
後

御
家

へ

罷
出

候

一

、

在

田

郡

貴

志

、

居

住

は

辻

堂

村

領

地

ハ

有

田

郡

保

田

之

庄

六

ヶ

村

・

田

殿

之

庄

十

一

ヶ

村

之

所

に

て

半

分

海

士

郡

塩

津

村

丁

村

に

て

御

座

候

。

今

検

地

四

五

千

石

計

之

所

。

領

主

に

ヨ
ロ

而

御

座

候

。

尊

氏

將

軍

な

ど

之

御

致

書

数

通

御

座

候

由

承

候

。

秀

吉
公

當

國

御

入

來

之

時

熊

野

へ

退

、

其

後

牢

人

仕

大

阪

邊

土

に

居

申

候

。

昔

畠

山

殿

在

世

之

時

河

州

に

詰

申

候

處

扶

持

方

河

内

國

に

て

も

知

行

少

取

申

候

。

其

百

姓

共

合

力

仕

置

申

候

。

有

田

之

被

官

と

も

此

由

承

む

か

ひ

に

來

。

其

以

後

は

被

官

共

合

力

に

て

有

田

郡

辻

堂

に

居

り

申

候

。

名

は

左

近

左

衛

門

と

申

候

。

此

十

年

計

以

前

ニ

相

果

只

今

は

長

五

郎

と

申

候

。

而

十

七

八

に

罷

成

候

子

御

座

候

。

是

も

被

官

共

は

こ

ヽ

ろ

み

に

て

罷

在

候

。

而

今

慥

成

被

官

共

三

拾

人

計

も

御

座

候

。

此

内

御

前

伊

兵

衛

と

申

者

壱

人

六

拾

人

衆

に

て

御

座

候

。

左

近

右

衛

門

存

生

ミ

サ

キ

に

居

り

申

時

は

、

昔

之

百

姓

共

も

年

頭

に

米

弐

升

宛

、

其

外

侍

分

之

被

官

は

身

上

相

應

に

合
力

仕

候
由

承

候
。

只
今

は
百

姓

共
年

頭

は
不

仕
侍

分
の

も

の
共

少

つ
ヽ

合
力

仕

候

由

一

、

有

田

郡

湯

浅

庄

七

ヶ

村

は

今

検

地

五

千

石

計

も

御

座

候

。

此

所

之

領

主

昔

は

湯

浅

権

守

宗

茂

と

申

仁

に

て

御

座

候

ノ

中

此

子

孫

無

御

座

候

。

而

家

絶

申

に

付

尊

氏

將

軍

よ

り

貴

志

重

に

被

仰

付

一

度

は

貴

志

・

湯

浅

一

家

に

成

申

時

分

も

御

座

候
由

承

候

。

其

後

白

樫

と

申

侍

に

被

仰

付

湯

浅

之

庄

領

主

に

成

申

候

。

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

も

味

方

に

來

候

に

付

後



迄

大

阪

に

白

樫

主

馬

・

白

樫

三

郎

吾

衛

と

申

候

。

而

兄

弟

知

行

二

三

千
石

計

も

取

候

而

居

申

由

。

大

阪

落

城

之

後

和

州

に

牢

人

仕

居

申

候

由

承

候

。

其

後

如

何

成

申

も

不

承

候

。

此

所

和
歌

山

白
樫

と
申

仁

來
候

由
。

此

子
孫

に
て

御

座
候

も

不
存

候

一

、

有

田

郡

宮

崎

之

庄

に

は

宮

崎

と

申

領

主

居

申

候

。

村

数

は

七

ヶ

村

今

検

地

三

千

石

計

之

所

に

て

御

座

候

。

是

も

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

よ

り

本

知

上

り

、

其

後

牢

人

に

罷

成

池

田

備

中

守

殿

へ

宮

崎

八

右

衛

門

と

申

候

、

而

四

百

石

に

て

在

付

申

候

。

八

右

衛

門

相

果

其

子

宮

崎

七

郎

右

衛

門

と

申

も

の

は

只

今

牢

人

仕

候

由

承

候

。

何

方

に

居

申

も

不

存

候

。

被

官

共

は

百

姓

仕

居

申

候

、

壱

人

は

宮

崎

六

右

衛

門

と

申

、

而

六

十

人

衆

に

て

御

座

候

。

宮

崎

佐

源

太

と

申

者

も

宮

崎

子

孫

に

て

御

座

候

。

是

は

ミ

と

や

監

物

所

に
小

姓

仕

居

申

候

、

三

刀

屋

監

物
之

退

申
時

も
付

候
而

來

候
。

只

今
何

方
に

居

申
候

も
不

存

候

一

、

有

田

郡

石

垣

庄

に

は

神

保

と

申

仁

居

申

候

。

村

数

は

四

十

ヶ

村

上

は

今

検

地

壱

万

石

余

髙

も

御

座

候

。

此

所

皆

々

神

保

領

地

に

て

御

座

候

も

又

何

方

へ

少

分

り

申

も

不

存

候

。

大

方

神

保

領

地

之

様

に

及

承

候

。

是

は

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

も

内

通

を

以

味

方

に

來

候

に

、

、

。

付
七

千
石

余

知
行

被

下

只

今
は

御

當
家

へ
付

候

而
和

に
而

七

千
石

計
被

下
居

申

候

刕

只

今

之

神

保

ハ

其

時

よ

り

三

代

目

計

に

て

可

有

御

座

候

。

被

官

共

大

形

ハ

神

保

に

付

候

而

來
候

由

。
殘

者

は
所

々
居

申
成

可

有
御

座

候
様

と
仕

な
る

者

所
々

居

申
様

に
も

不

承

候

一

、

海

士

郡

加

茂

之

庄

に

は

加

茂

と

申

仁

居

申

候

。

村

ノ

數

は

十

ヶ

村

上

は

今

検

地

二

千

石

髙

余

可

有

御

座

候

。

是

は

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

分

よ

り

本

知

上

り

、

其

後

何

方

に

罷

在

候

も

不

及

承

候

、

子

孫

絶

申

様

に

聞

申

候

。

此

被

官

共

は

所
々

百

姓

仕

居

申

候

。

其

内

笠

畑

七

郎
右

衛
門

・

別
山

九
郎

兵

衛
・

橋
爪

七

兵
衛

と

申
三

人
は

六
十

人

衆
に

て

御
座

候

前

山



一

、

海

士

郡

大

崎

に

は

梶

原

と

申

仁

居

申

候

。

知

行

は

大

崎

一

村

に

て

今

百

七

十

石

計

之

所

髙

に

て

御

座

候

得

共

、

關

戸

に

て

御

座

候

に

付

方

々

浦

に

の

運

上

過

分

に

取

申

候

。

是

は

昔

之

梶

原

平

三

景

時

子

孫

之

由

申

候

。

下

野

國

よ

り

此

所

へ

な

か

さ

れ

來

候

由

承

候

。

是

も

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

よ

り

浪

人

仕

候

。

其

子

は

梶
原

軍

太

夫

と

申

候

。

而

遠

藤

村

に

罷

在

候

か

此

二

三

年

以

前

相

果

申

由

。

娘

計

に

て

跡

絶

申

に

付

神

野

左

道

弟

此

此

入

む

こ

に

仕

跡

つ

づ

け

申

由

承

候

。

被

官

共

は

大

崎

に

百

姓

仕

居

申

。

其

内

原

味

左

衛

門

壱

人

は

六

拾

人

衆

に

て

御

座

候

。

此

は

梶

原

下

野

國

よ

り

被

來

候

時

よ

り

供

仕

來

候

。

家

老

筋

の

者

に

而

御

座

候

。

軍

太

夫

遠

藤

に

居

申

時

も

此

者

共

合

力

に

て

堪

忍

成

申

候

。

是

よ

り

口

郡

之

侍

共

は

大

形

は

昔

関

東

へ

仕

申

候

、

又

は

公

家

へ

仕

申

も

の

も

御
座

候

故

、

地

頭

領

家

に

分

り

知

行

代

々

相

傳

仕

候

處

、

後

醍

醐

天

皇

吉

野

山

に

皇

居

被

成

候

よ

り

は

一

切

此

御

門

へ

伺

ひ

仕

候

。

吉

野

殿

御

没

落

以

後

者

伺

主

も

な

く

昔

の

領

知

其

ま

ヽ

知

行

仕

罷

在

候

。

中

此

よ

り

根

來

寺

衆

徒

か

し

せ

ひ

に

成

申

故

、

根

來

寺

へ

随

ひ

申

候

被

共

寺

よ

り

知

行

ま

ヽ

に

仕

候

事

も

成

不

申

陣

等

の

儀

は

大

形

衆

徒

指

圖

に

任

せ

申

知

行

之

段

は

手

前

取

者

は

他

人

之

知

行

を

も

買

取

申

様

に

御

座

候

ニ

付

い

つ

シ

か

里

格

か

知

行

と

申

事

？

？

も

無

御

座

候

而

村

々

に

少

つ

ヽ

領

地

持

候

而

免

も

な

く

毎

年

定

物

成

取

被

申

候

。

是

を

加

地

知

と

申

候

。

此

故

に

畠

山

殿

當

國

守

護

職

に

て

御

下

候

時

も

爰

許

は

根

來

寺

迄

こ

と

つ
け

し

た
か

ひ

不
申

候
其

侍
と

も

一

、

那

賀

郡

小

倉

庄

に

は

津

田

監

物

と

申

も

の

居

申

候

。

鐵

炮

は

此

監

物

先

祖

津

田

小

監

物

と

申

物

初

申

由

。

津

田

自

由

齋

も

其

家

の

先

祖

に

て

御

座

候

。

又

杉

坊

と

申

候

は

根

來

寺

一

方

の

門

主

に

て

御

座

候

を

此

家

よ

り

持

申

候

に

付

代

々

子

壱
人

は

杉

坊

を

持

壱

人

ハ

小

倉

之

家

迄

持

申

候

。

家

之

知

行

は

加

地

子

八

百

石

計

も

御

座

候

。

今

検

地

に

は

二

千

石

も

可



有

御

座

候

。

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

よ

り

本

知

上

り

申

候

付

和

州

秀
長

公

へ

罷

出

本

所

に

居

な

か

ら

知

行

六

百

石

取

申

候

。

其

後

増

田

左

衛

門

尉

へ

來

右

秀

長

公

ニ

罷

在

候

同

イ
・
右

前

に

御

座

候

。

右

衛

門

尉

御

改

易

以

後

は

浅

野

紀

伊

守

殿

へ

罷

出

四

百

石

取

申

候

、

又

紀

伊

守

殿

を

赱

り

備

前

中

納

言

殿

に

千

石

に

て

有

付

申

候

。

中

納

言

殿

遠

行

之

後

浪

人

仕

濃

州

加

納

摂

津

守

殿

へ

來

候

へ

ば

、

鐵

炮

御

習

可

被

成

由
に

て

御

抱

置

被

成

知

行

三

百

石

・

同

心

三

十

人

御

預

ケ

被

成

。

終

加

納

に

て

相

果

申

候

。

其

子

津

田

市

兵

衛

と

申

も

の

も

（
重

）

加

納

に

て

百

五

十

石

取

申

候

へ

共

監

物

存

生

之

時

よ

り

御

暇

申

小

倉

へ

罷

帰

只

今

須

田

之

組

内

へ

入

候

而

居

申

候

。

監

物

三

百

石

之

跡

は

後

腹

之

子

に

百

五

拾

石

・

孫

に

百

五

拾

石

定

候

へ

共

、

飛

騨

守

殿

御

遠

伺

之

時

よ

り

弐

人

な

か

ら

浪

人

仕

子

ノ

并

へ

と

申

者

は

江

行

平

戸

へ

來

候

由

承

候

。

其

子

以

前

様

に

御

座

候

共

不

存

候

。

孫

六

左

衛
門

と

申

者

は

牢

人

六

郎

右

衛

門

に

て

伯

父

市

兵

衛

に

掛

り

居

候

。

監

物

甥

に

小

倉

九

右

衛

門

と

申

者

御

座

候

。

是

は

只

今

越

前

へ

來

候

て

知

行

七

百

石

計

取

申

由

。

此

此

相

果

跡

絶

申

様

に

承

候

。

又

監

物

秀

長

公

に

て

は

御

代

官

許

仕

知

行

は

取

不

申

候

。

後

右

衛

門

尉

殿

に

て

知

行

六

百

石

取

御

代

官

仕

候

様

子
承

候

一

、

雑

賀

之

庄

土

橋

に

は

土

橋

若

太

夫

と

申

者

居

申

候

。

是

は

根
來

寺

儀

坊

と

申

候

は

根

來

寺

ワ
カ

一

方

の

門

主

に

て

、

津

田

監

物

持

申

之

坊

と

二

坊

し

て

根

來

寺

仕

置

致

候

。

土

橋

家

之

杦

領
地

は

加
地

子

四
五

百
石

も
御

座

候
。

今

千

石
余

も
可

有

御
座

候

髙

一

、
同

所

土
橋

小
右

衛
門

領

地
は

加

地
子

弐
百

石
計

、

今

五

六
百

石
も

可

在

御
座

候

髙

一

、

同
所

土
橋

兵
太

夫

領

地

大
か

た
右

同

程



一
、

平

井
村

鈴

木
孫

市
領

地

大
か

た
右

同

程

右

之

小

左

衛

門

・

兵

太

夫

・

孫

市

は

若

太

夫

聟

に

て

御

座

候

。

若

太

夫

に

意

□

御

座

候

に

？

付

三

人

申

合

栗

村

新

次

郎

ハ

村

官

之

助

弐

人

之

者

昔

討

手

に

申

付

宇

治

之

橋

に

て

若

太

同

ク
ワ
ン

モ
ノ

夫

を

討

申

候

。

若

太

夫

は

何

心

も

な

く

馬

取

一

人

・

草
履

取

壱

人

に

て

御

坊

へ

來

候

所

に

竹

を

持

跡

よ

り

來

若

太

夫

橋

半

分

渡

り

候

時

、

竹

を

お

ろ

し

置

竹

持

候

者

は

退

申

候

。

其

時

先

よ

り

弐

人

の

討

手

む

か

ひ

申

候

、

跡

へ

ひ

ら

き

可

申

も

右

之

竹

御

座

候

爲

馬

の

足

に

か

ま

ひ

申

候

處

細

き

橋

に

て

は

た

ら

き

申

事

も

成

不

申

候

、

其

儘

う

た

れ

申

候

。

右

三

人

之

者

共

は

内

々

信

長

公

へ

御

味

方

申

に

付

、

其

威

勢

つ

よ

く

御

座

候

故

、

若

太

夫

方

終

叶

不

申

、

子

平

之

烝

は

室

郡

は

や

と

申

所

へ

退

申

候

。

其

後

信

長

公

京

都
に

て

御

腹

め

し

候

由

聞

、

然

ば

又

若

太

夫

方

つ

よ

く

成

候

。

而

兵

太

夫

城

を

責

落

腹

切

せ

申

候

。

其

内

孫

市

・

小

右

衛

門

は

夜

退

に

仕

候

土

橋

平

之

烝

は

、

は

や

村

よ

り

□

本

地

に

居

申

候

得

共

秀

吉

？

公

當

國

御

入

來

之

時

よ

り

本

地

上

り

、

平

之

烝

子

平

治

浅

野

紀

伊

守

殿

へ

四

百

石

に

て

在

付

。

廣

嶋

江

但

馬

守

殿

は

藩

仕

候

て

來

候

。

今

程

は

廣

嶋

退

勢

州

桑

名

へ

千

石

計

に

て

有

付

申

由

承

候

。

鈴

木

孫

市

は

爰

許

立

退

申

時

分

よ

り

秀

吉

公

へ

御

奉

公

仕

、

其

後

御

當

家

へ

付

候

。

而

水

戸

様

よ

り

三

千

石

計

ヒ

下

罷

在

候

由

。

土

橋

小

左

衛

門

は

方

々

牢

人

仕

後
御

家
人

來

候

一

、

此

外

雑

賀

之

庄

に

其

所

々

に

て

少

宛

領

地

持

候

て

居

申

者

共

御

座

候

。

只

今

は

百

姓

仕

罷

在

候

。

其

内

打

越

五

郎

右

衛

門

・

巽

藤

兵

衛

弐

人

は

六

十

人

衆

に

て

御

座

候

。

是

等

は

雑

賀

年
寄

之
内

に
て

も

口
闘

申
者

之
筋

に
て

御

座
候

ク
チ

一

、

名

草

郡

五

ヶ

所

に

は

田

所

と

申

者

居

申

候

。

領

地

は

加

地

子

弐

百

石

計

、

今

五

六

百

石

髙

庄



も

可

有

御

座

候

。

む

か

し

関

東

よ

り

本

知

可

乞

相

傳

御

下

文

代

々

御

座
候

。

其

後

吉

野

殿

へ

伺

公

仕

候

時

も

忠

戦

仕

候

故

、

官

位

加

偕

之

実

旨

御

座

候

。

又

只

今

御

奉

公

仕

候

平

左

衛

門

親

の

季

晴

と

申

者

、

浄

土

宗

眞

宗

法

諍

合

戦

之

時

雑

賀

中

津

云

城

迄

責

一

番

に

屏

き

ヘ
イ

わ

に

て

其

手

之

大

將

之

首

を

取

申

候

故

、

根

來

寺

惣

分

よ

り

か

ん

状

被

指

越

候

。

さ

し

て

主

に

て

も

無

御

座

候

へ

ば

、

寺

よ

り

里

へ

か

ん

状

來

候
事

は

ま

れ

に

御

座

候

へ

共

、

是

は

十

六

歳

に

て

心

は

せ

仕

中

に

て

爲

恍

惣

分

之

中

状

指

越

被

申

候

由

。

是

も

秀

吉

公

當

國

御

書

入

來

之

時

よ

り

本

知

上

り

申

候

、

然

共

何

方

へ

も

來

不

申

候

。

其

儘

所

に

罷

在

只

今

御

奉

公
仕

候

一

、

同

庄

に

林

と

申

者

居

申

候

。

領

地

は

加

地

子

百

石

計

今

弐

三

百

石

も

可

有

御

座

候

。

是

髙

も

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

よ

り

本

知

上

が

り

申

候

。

然

共

其

儘

所

に

罷

在

只

今

六

十

人

衆

に
て

御

座
候

一

、

名

草

郡

大

野

庄

に

は

侍

十

人

御

座

候

て

、

其

所

々

に

て

少

宛

領

地

持

候

て

居

申

候

。

此

者

共

跡

絶

申

者

も

御

座

候

、

又

所

々

百

姓

仕

申

者

も

御

座

候

。

其

内

尾

崎

次

左

衛

門

・

福

井

左
兵

衛
弐

人

は
六

十

人
衆

に
て

御
座

候

。
是

は

畠
山

殿
被

官
筋

之

者
に

て

御
座

候

一

、

名

草

郡

大

田

村

に

侍

筋

之

者

五

六

人

所

に

て

少

ツ

ツ

領

地

持

居

申

候

。

其

外

余

村

之

者
昔共

も

こ

も

の

に

て

秀

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

扶

持

申

。

其

内

太

田

次

郎

左
衛

門

・

太

田

理

左

籠

り

似

て

衛

門
弐

人

ハ
只

今
六

〇
人

衆

に
て

罷

在
候

、

。

。

一

名
草

郡

宮
郷

に

家
永

と
申

者

所
に

て
領

地

今

弐
三

百

石
も

持

候

弓

な

ど
も

能
射

申

候

髙

い

に

し

へ

よ

り

侍

筋

の

も

の

に

て

御

座

候

。

只

今

御

奉

公

仕

候

神

前

中

務

祖

父

に

て

御

座



候

一

、

名

草

郡

鷺

森

に

は

佐

竹

伊

賀

守

と

申

者

居

申

候

。

是

は

新

宮

堀

内

所

に

奉

公

仕

候

。

新

宮

に

て

は

知

行

何

程

取

申

も

不

存

候

。

其

以

後

和

州

秀

長

公

へ

罷

出

御

代

官

仕

候

。

後

は

浅

野

紀

伊

守

殿

へ

在

付

知

行

五

六

百

石

計

取

申

候

。

只

今
三

百

石

か

四

百

石

計

取

候

。

而

子

御

座

候

由

。

名

は

何

と

申

候

も

不

存

候

、

名

字

は

佐

竹

に

て

御

座

候

、

又

御

家

に

罷

仕

候

佐
竹

源
吉

・

佐
竹

源

太
夫

は
孫

に
て

御

座
候

、

。

。

一

名
草

郡
中

嶋
に

は

的
場

源

四
郎

と
申

者

居
申

候

是
は

桑

山
法

師
へ

少
知

に

て
奉

公

仕
候

度

々

心

は

せ

も

仕

候

。

其

上

才

覚

者

に

て

御

座

候

故

、

諸

人

存

た

る

も
の

に

て

御

座

候

。

只

今
御

家

に
罷

有
候

的
場

源

右
衛

門

親
か

祖
父

に

て
御

座
候

一

、

伊

豫

守

様

に

七

百

石

計

被

下

矢

嶋

七

右

衛

門

と

申

者

居

申

候

。

是

は

當

國

有

田

郡

之

者

に

て

御

座
候

由
承

候

。
終

生
は

不

存
候

六
十

人

組
伊

藤

十
三

郎
親

類
之

様

に
承

候

一

、

津

田

兵

部

と

申

者

飛

騨

に

三

百

石

計

取

に

て

罷

有

之

是

は
幼

少

の

時

名

草

郡

宮

郷

報

恩

寺
と

申
寺

に

居
申

者

に
て

御
座

候

、

。

。

一

那
賀

郡
あ

ら

川
之

庄

に
は

平
野

と
申

者

居
申

候

領
地

は

今

四
百

石

計
も

可

有
御

座
候

髙

此

者

名

字

か

へ

津

田

左

京

と

申

候

。

備

前

中

納

言

殿

に

て

知

行

千

石

計

取

。

後

に

は

出

頭

仕

候

、

而

備

前

中

に

て

か

ふ

ろ

と

申

候

、

世

間

に

存

候

者

に

て

御

座

候

。

か

ふ

ろ

と

申

は

若

き

時

野

山

五

大

院

と

申

寺

迄

持

後

落

候

。

而

侍

に

成

申
故

其

儘

か

つ

そ

ら

に

て

居

申

髙

候

に

付

以

斯

申

候

。

扨

申

納

言

以

後

は

浅

野

紀

伊

守

殿

へ

來

四

百

石

に

て

在

付

津

田

刑

部

中



。

。

。

と
申

候

終
紀

伊

守
殿

に

て
相

果
申

候

其
子

當

歳
に

て
御

座

候
故

跡
無

不

申
浪

人

仕
候

今

程
津

田

佐
平

太
申

御
鷹

師

仕
居

申

候

一

、

同

庄

に

奧

と

申

者

居

申

候

。

領

地

は

平

野

同

前

之

者

に

て

御

座

候

。

是

も

兄

弟

な

が

ら

浅

野

紀

伊

守

殿

に

罷

有

之

是

は

奧

弥

兵

衛

と

申

四

百

石

、
弟

は

奧

專

兵

衛

と

申

弐

百

石

取

申

候
。

此
此

廣
嶋

に

て
少

加

増
取

申
様

聞

申
候

得
共

慥

に
は

不
承

候

一

、

那

賀

郡

神

之

庄

に

は

神

野

と

申

者

居

候

。

大

方

神

野

一

庄

之

領

主

に

て

御

座

候

。

村

数

は

七

八

ヶ

村

。

は

今

検

地

千

石

余

も

可

有

御

座

候

。

代

々

武

辺

之

家

之

由

申

候

。

是

も

秀

髙

吉

公

當

國

御

入

來

之

時

本

知

上

り

牢

人

に

て

居

申

候

が

只

今

神

野

右
道

と

申

候

て

御

家

へ

罷
出

候

一

、

那

賀

郡

野

上

之

庄

に

は

昔

は

五

六

人

侍

御

座

候

て

、

此

外

之

者

共

は

皆

々

五

六

人

之

被

官

に

て

御

座

候

然

に

比

百

五

六

十

年

計

以

前

ニ

被

官

共

一

同

仕

根

來

寺

を

か

く

ら

い

主

を

。

負

出

し

後

は

被

官

共

之

ま

ヽ

仕

候

。

被

官

共

以

上

三

十

人

計

も

可

有

御

座

候

。

只

今

は

同

追心

仕

候

者

も

御

座

候

、

又

百

姓

仕

候

者

も

御

座

候

。

其

内

吉

村

佐

兵

衛

・

葛

葉

左

京

・

岡

孫

左

衛

門

三

人

は

六

十

人

衆

に

て

御

座

候

。

何

方

に

て

知

行

取

申

候

者

も

御

座

候

が

慥

に

不
承

候

一

、

是

よ

り

下

遊

木

・

曽

根

・

三

木

な

と

に

も

其

浦

計

迄

知

行

仕

候

仁

居

申

候

。

尾

鷲

は

中

庄

司

・
世

古

・
北

村
別

當

な
ど

申
も

の

五
六

人
仕

知

行
致

候

一

、

北
山

筋
は

百

姓
持

之
由



右

以

此

熊

野

筋

浦

々

所

々

銘

々

に

少

宛

知

行

仕

候

處

に

堀

内

安

房

守

と
申

者

之

代

に

上

は

古

座

、

下

は

勢

州

堺

錦

浦

迄

今

六

万

石

計

之

所

。

一

圓

に

房

州

知

行

ニ

罷

成

候

。

其

子

髙

納

品
々

？

一

、

在

馬

庄

七

ヶ

郷

の

主

有

馬

和

泉

守

男

子

無

御

座

候

に

付

同

名

河

内

守

と

申

者

被

官

な

れ

ど

も

一

門

に

て

御

座

候

故

、

む

こ

に

仕

在

馬

之

家

を

讓

其

身

は

木

之

夲

に

隠

居

仕

罷

在

候

。

。

。

其
後

木
之

夲

に
て

男

子
壱

人
出

来
申

候

其

折
節

被

官
之

内
三

人

河
内

守

に
不

足

御

座
候

者

共

内

々

木

之

夲

へ

來

す

す

め

申

候

は

家

中

之

者

壱

人

も

河

内

守

殿

へ

恩

付

申

も

の

無

御

座

候

爲

此

度

御

つ

ぶ

し

不

被

成

候

は

ヾ

御

家

絶

可

申

由

、

再

三

申

故

則

有

三

人

之

者

共

ニ

右

被

申

付

合

候

。

谷

寺

と

申

寺

へ

花

見

に

來

遊

山

仕

候

處

へ

お

し

よ

せ

、
終

に

河

内

守

に

腹

切

せ

申

に

付

、

後

被

官

之

者

共

何

と

て

主

迄

討

申

候

と

て

三

人

之

者

共

を

押

籠

申

候

得

。

主

和

泉

守

殿

御

意

に

て

御

座

候

由

申

に

付

家

中

一

同

に

申

候

は

、

一

度

有

馬

之

家

を

讓

り

我

々

三

人

に

被

仰

付

候

爲

只

今

後

腹

之

男

子

出

來

申

ニ

付

私

よ

く

に

ひ

か

れ

以

此

様

成

（
我
）

。

、

候

段

言
語

同
断

改

事
也

昔

よ

り
代

々
主

は

和
泉

守
殿

と

申
な

が
ら

當

主
は

河

内
守

な

り

其

上

是

候

之

断

迄

無

弁

者

和

泉

守

殿

非

な

り

さ

ら

ば

非

に

付

而

和

泉

守

殿

を

可

奉

討

と

て

遊

木

へ

取

か

け

候

へ

ば

遊

木

何

か

し

一

戦

に

も

不

及

か

ら

さ

ん

仕

候

。

曽

根

・

三

木

な

ど

も

同

手

に

入

申

候

、

尾

鷲

へ

取

か

け

申

候

。

是

に

て

は

数

度

の

合

戦

御

座

候

。

敵

味

方

侍

共

あ

ま

た

討

死

仕

候

。

然

共

終

尾

鷲

之

者

共

討

ま

け

一

た

ん

勢

州

濱

嶋

へ

立

退

後

に

か

ら

さ

ん

仕

罷

取

り

房

州

手

に

入

り

申

候

那

知

之

の

坊

へ

も

双

方

被

官

一
同

に

取

か

け

合

戦

﨟

仕

候

。

取

終

に

付

ま

け

房

州

手

に

入

申

候

。

古

座

の

川

原

・

同

色

川

も

無

子

爲

手

に

入

髙

申

候

。

又

北

山

筋

は

百

姓

持

に

て

さ

し

て

大

將

無

御

座

候

。

終

共

房

州

い

ま

に

在

馬

一

庄

？

？

之

主

に

て

居

申

候

時

戻

て

一

揆

を

お

こ

し

押

か

け

申

に

候

。
家

老

黒

田

大

和

守

分

前

に

て

房

州

迄

北

山

惣

中

之

爲

不

し

子

に

可

仕

之

由

申

候

得

バ

分

聞

実

儀

可

候

様

と

て

、

其

後

は



和

僕

仕

候

ゑ

ぼ

し

視

と

は

申

な

が

ら

一

城

之

主

之

所

へ

百

姓

な

り

に

て

□

候

へ

ば

次

第

？

？

（
來
？
）

に

お

の

づ

か

ら

志

た

か

ひ

申

候

。

か

様

に

方

々

一

同

手

に

入

申

候

も

、

偏

に

新

宮

・

在

馬

両

家

之

主

人

壱

人

に

城

申

候

故

に

て

御

座

候

。

其

以

後

上

は

古

座

下

は

勢

州

堺

錦

迄

手

さ

す

も

の

な

く

、

今

六

万

石

計

之

領

主

に

成

罷

在

候

所

に

石

田

治

部

少

輔

御

退

治

之

時

西

髙

。

。

方

に

成
申

候
故

御

改
易

被

成
候

其

後
加

藤

肥
後

守
殿

へ

牢
人

分
知

行

弐
千

石

に
て

在

付

三
拾

年
以

前
に

肥

後
に

て

相
果

申
候

由

右

書

付

申

候

分

何

れ

も

久

敷

儀

に

御

座

候

に

付

慥

に

は

無

御

座

候

得

共

、

大

形

承

及

候

通

に

て

候

。

又

此

外

所

々

罷

在

候

者

も

可

有

御

座

候

。

其

上

他

國

に

て

知

行

取

候

者

も

猶

可

以
有

御

座
候

得

共
先

及
承

候

通
以

斯
御

座

候

以
上

壬

寛

永
十

九

歳

午



日

郡

古

城

髙

一

、
壱

ヶ
所

和
田

浦

是

は
美

濃
左

兵

衛
殿

と

申
仁

居
被

申

候
由

一

、
壱

ヶ

所

入

山
村

是

は

青
木

勘

兵
衛

殿
居

被
申

候

由

一
、

壱

ヶ
所

丸

山

村

是
は

湯

川
直

春
殿

居

被
申

候
由

天
正

十
三

年

乙
酉

三

月
二

十
六

日
没

落

一

、
壱

ヶ
所

小
松

原

村

是

は
湯

川
直

春

殿
土

居

之
由

一

、
壱

ヶ

所

土

生
村

是

は

杉
ノ

原
殿

と

申
仁

居
被

申

候
由

一
、

壱

ヶ
所

同

村

是
は

源

万
壽

丸
殿

と

申
仁

居
被

申

候
由

一

、
壱

ヶ
所

上
野

村

是

は
古

湊
上

錦

殿
と

申

仁
居

被
申

候
由



一

、
壱

ヶ

所

印

南
原

村

是

は
冨

田

牛
之

助

殿
と

申
仁

居
被

申

候
由

一

、

壱
ヶ

所

吉

田

村

是
は

吉
田

蔵

人
正

源
□

秀

殿
と

申

仁
居

被
申

候
由

？

一
、

壱

ヶ
所

和
佐

村

是

は
玉

置
庄

司

殿
と

申
仁

居

被
申

候
由

天
正

年

中
没

落

一

、
壱

ヶ

所

田

尻
村

是

は
玉

置

殿
居

被

申
候

由

元
禄

年

中
迄

弐

百
年

同
所

に

退
轉

之
由



本

書

は

松

原

村

吉

原

の

人

田

端

憲

之

助

氏

に

か

り

て

う

つ

す

。

巻

頭
の

一

文

は

即

ち

田

端

氏

の

筆

に

な

る
も

の昭
和

弐
拾

五

年
拾

壱
月

廿

七
日

初
冬

の
雨

降

る
を

き

ヽ
つ

ヽ
塩

屋
村

の

勤
務

地

に
て

寫
終

わ
り

ぬ

。

清

水

長
一
郎

毛

筆

書

き

の

写

本

を

活

字

化

し

た

。

案

外

読

み

や

す

く

判

読

出

来

な

い

字

が

少

な

か

っ

た

が

そ

れ

で

も

矢

張

り

毛

筆

は

読

み

づ

ら

い

『

川

辺

町

史

』

資

料

編

に

湯

川

氏

と

玉

置

氏

の

分

。

が

本

書

よ

り

引

用

さ

れ

『

御

坊

市

史

』

資

料

編

に

は

、

湯

川

氏

と

玉

置

氏

の

分

が

『

紀

伊

、

国

旧

家

地

士

覚

書

』

よ

り

引

用

さ

れ

て

い

た

。

本

書

と

『

紀

伊

国

旧

家

地

士

覚

書

』
の

関

係

を

『

川
辺

町

史
』

資
料

編
の

注

釈
か

ら

引
用

す
る

。

本

書

は

江

戸

時

代

中

期

ま

で

の

成

立

と

思

わ

れ

、

日

高

地

方

の

旧

家

の

間

に

写

本

と

し

て

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

ほ

か

に

『

紀

伊

国

旧

家

地

士

覚

書

』

と

題

し

た
一

本

も

あ
る

が

内

容
は

ほ

と

ん
ど

同

一
で

あ

る

。

平

成
十

六
（

二
〇

〇

四
）

年

六
月

十
五

日

清

水

章

博

JU
S
T
SY

S
T
E
M

V
er.12

F
or

W
indow

s
98

&
M
e

使

用

ワ
ー

プ

ロ
ソ

フ
ト

『

一
太
郎

』


